
（別紙３）

〜 2025年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

〜 2025年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・PDCAサイクルで⼦どもたちの⾏動や発達を定期的に観察
し、評価をすることで⽀援の⽅法や内容を常に⾒直してい
きます。
・職員が最新の知識やスキルを⾝につけられるよう、定期
的な研修や勉強会を実施し、⽀援の質の向上に努めます。

2
年間の予定に組みこむなど、定期的に交流の機会が持てる
よう、園と連携を図って引き続き継続的に⾏ってまいりま
す。

3 ・保護者様からの相談を待つのではなく、事業所からも働
きかけていくようにします

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 ・来年度より⽉に1回職員研修の⽇を設け、児童発達につい
ての知識理解を深める研修を⾏っていく予定です。

2 ・ペアレントトレーニング、保護者会については今後実施
を検討していきます。

3 ・地域の⽅を招待したイベントなどを計画していく予定で
す。

○事業所名

○保護者評価実施期間 2025年 1⽉ 17⽇

○保護者評価有効回答数

2015年 １⽉ 17⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 2⽉ 10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

地域に開かれた事業運営
・事業所単体での⾏事が多く、地域の⽅に向けての開催はし
ていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

資質向上の機会 ・研修時間の確保が難しい。

保護者会やペアレントトレーニングの開催等

⽉に1度の家族⽀援と、必要に応じての⼦育てサポートを実
施し、個別の相談にもすぐに対応できるよう努めておりま
す。しかし、⼟曜が定休⽇であることや⽇々の職員数確保の
為、保護者様向けのペアレントトレーニングや保護者会の開
催に⾄っておらず、保護者様同⼠の交流の機会が不⼗分であ
る。

職場の⾵通しが良く、⽬標設定と⽀援の振り返り、活動プロ
グラムの⽴案に多⾓的な意⾒交換ができ、利⽤児童の特性に
応じた⽀援を⾏うことが出来ている。

・毎⽇のミーティングでそれぞれのお⼦さんの発達課題につ
いて都度共有しています。そのためスタッフ全員が利⽤児童
全員の特性を理解しながら翌⽇の利⽤者さんのねらいを把握
し⽀援に取り組んでおります。

同法⼈内の認定こども園や⼩規模保育園との交流や、⼀緒に
活動をする機会を設けている。

⼩規模保育園との合同リズムや、関わりあいながらの集団遊
びへの参加を計画的に取り⼊れております。また、認定こど
も園の園庭やホールを利⽤して交流しながら楽しむ機会も設
けております。

相談があった場合にはその都度体制を取り対応している。

・⾯談の設定や⼦育てや発達に関する相談にのり、必要な情
報提供を⾏っております。
・利⽤児童が利⽤している⼦ども園や幼稚園へ⾒学に伺うと
ともに、⾒学の受け⼊れも⾏っています。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


